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公立中学校1　　　こおける

学校区の階層的背景に着 目して

「現場の教授学」

伊佐 夏実

【要旨】

　 本研 究の 目的 は，異な る社会経 済 的背景 をも つ 2 つ の公 立 中学校 を対象 に し

た分析か ら，「現 場の教授学」を形 作る要 因 と しての階層文 化の影 響 に焦 点をあ

て ，そ れ らと 「学校の コ ン サマ トリー化」 の関係性 につ いて検討 する こ とである 。

　対象 とな っ た北中と南中ではそれぞれ ，生徒や保護者が異 なる特 徴をもつ もの

と して理 解され，こ う した教師の解釈 によ っ て 「現 場の教授学」は構築 されて い

る 。 教師 と生 徒は互い にあ ま り立 ち入 らず一定 の距 離を保ちなが ら，教 師による

生徒へ の 強制や命令的 コ ン トロ ール は極力避け られるべ きもの と して捉 え られて

いる北中 に対 して，南 中で は，教 師が主導権 を握 り，生徒 に対 して体当 た りで勝

負す る こ とが求 め られ る 。 こ こか ら，北中で は ，「コ ン サ マ トリー化」と呼ばれ

る現象が進行 しつ つ あ るよ うにも見 えるが ，南 中では，そ う した図式 は当てはま

らない ことが わかる 。

　 このよ うな両校 の違い につ いて は，次のよ うに理解 するこ とがで きる 。 まず，

市場化や現代 的な人間関係上の規範とい っ たポス トモ ダン な変容を学校にもた ら

している社会的要 因は，特 に中産 階級層 において浸透 して ぎてお り，そ う した価

値 が学校 に持ち込 まれる際 に生 じる階層差 によ っ て ，「学校の コ ン サマ トリー化」

の 進行に は 違い が生じるとい うこと 。 さ らには ，生徒の 文化に 歩み寄る形で構築

される 「現場の教授学」の性質が，「コ ン サマ トリ
ー

化」を促進す る働きをも っ

てい るとい うことである 。

　キ ーワー ド ：現場の教授 学，学校区の階層 的背景 コ ンサマ トリー化

奈良教育大学
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1 ．　は じめに

　1990年代以 降の 学校 を語 る ひ とつ の キ
ー

ワ
ー

ドと して 「コ ンサ マ トリ
ー

化 亅が 挙

げ られ る （伊 藤 　2002）。 学 校現場 に お け る消費者 中心主義が進 むなかで ，生徒 の

あ りの ま まを受け入 れ ， よ り現在志向の 強 い 学校 の あ り方が模索 され て お り，
生 徒

に と っ て 心 地 の よい 居場 所づ く りその もの が 冖的化 され つ つ ある と言 う。 そ して
，

そ う した 流れ は ， 教 師　生徒関係 の 変容 を生 み 出 し， 教 師の 指導実践 に も変更 を促

す こ とが 指摘 され て い る 。 吉出 は
， 首都 圏の 公立高校 を対象に した エ ス ノ グラ フ ィ

ッ クな調査か ら，
一

見 「コ ン サ マ トリ
ー

化」が 進行 して い る よ うに 見える学校内部

で の 教 師の 指導 が ， 基 準 を外部化 した 上 で の 「ぶ つ か らない 」統制 シ ス テ ム と，

「お世話モ
ー

ド」 と呼 ばれ る個 別的な対処 に よ っ て 構築 され て い る こ とを示 して い

る （吉円　2007）。 また ， 学校現 場にお い て 「優 しい 関係」 （土井　2004） を過剰に

求 め る傾 向が生 み 出 され つ つ あ り （古 賀　2008）， 教 師が 生 徒 を管理 す る こ と か ら

撤退 し始 め て い る こ と も指摘 されて い る 。

　 しか しなが ら ，
こ うした ポス トモ ダ ン な変容 は ， 現代 の 公 立 学校 におい て どの 程

度
一

般 的 な傾 向 と して扱 うこ とが で きるの だ ろ うか 。 公 立学 校 は多様 な社 会経 済 文

化的バ ッ ク グ ラ ウ ン ドをもつ 子ど もが集う場所で あ る た め
，

生 徒や 保護者の ニ
ーズ

もさ まざまで あ り， そ こ で構 築 され て い る指導の 文化 もひ と くく りにす る こ とは で

きな い だろ う。

　そ もそ も， 教師が現 場で 実践 を行 う上 で は
， 公式の 教育学的知識 だ けで な く，

個々 の 学校 の 文脈 に応 じた 実践 的社会的知識 が 必要 とされ る の で あ り， 学校が抱え

る生 徒の 実態や ， 校 区の 状況 に対す る教師の 理 解に よ っ て指導の 型 は作 られる 。 す

なわ ち， 個 々 の 学校 に は
， 「現場 の 教授学」な る もの が 存在す る の で ある （古賀

2001）。 「教育困難校」の 観察を通 して 古賀は ，生徒文化 との 対立状況の なか で 教師

た ちが ， 「困 難校」 と い う場 に応 じた 教育行為 を行 っ て い る こ とを示 し， 現 場 の 問

題 に焦点付 けて 組織化 され る 「現場の 教授学1 は
， 授業 と い う場 を中心 と しなが ら

も， 学校の なか で の 教師の 教育行為／職務活動 の あ らゆ る 側 面 をも射程 に入れ た概

念 と言 え る 。

　 こ う した 観点 にたて ば
， 現代の 学校あるい は教師の 指導実践 とい うもの は

， 学校

をと りま く大 きな社会的流 れ の なか に置かれ なが らも，
ロ ーカ ル な要因 に よ る規定

を受け るこ とで 様 々 なバ リエ ーシ ョ ン を もつ もの として 理解で きる 。 そ こ で本稿で

は
，

ロ ーカ ル な要 因の ひ とつ と して 学校区の 社 会経済的背景 とい う変数に 着 目 し
，
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そ れ に よ っ て教 師の 指導が ど の よ うに枠付け られ て い るの か検討する 。 日本に お い

て教 師一生徒 関係や教 師の 教 育行為が語 られ る際 に ， 生 徒 の 出 身階層 とい う変数 は

抜け落ち る傾 向に あ り， それ こ そが， 日本の 学校の 特徴 を捉 えて きた とい う見方 も

ある （大和 田　2000）。 しか し本稿で は，生徒 の 出身階層は それ らを規定す る 上 で

重大 な イ ン パ ク トをもつ もの と して 位 嵩づ ける 。

　 こ の よ うな関心か ら考察 を進め る に あた っ て 参考 に な る の が ，生 徒文化研究に お

け る文化 葛藤説 で あ る 。 ウ ィ リ ス （1996） や Webb （1962） の 研究で は ，生徒 と教

師そ れぞ れ の 出身階級の 差異に よ る 葛藤が ， 学校 に おける 生徒の 下位文化形成の 説

明要 因 として 用 い られ て い る 。 また ， そ う した文化葛藤 は ，労働者階級 出身生 徒の

み で な く ， 上流 階級 出 身生 徒 と教 師 の 間 に も生 じる もの で ある （Becker　 1952）。

しか し， 円本の 職業高校 を対象に した 竹内 （1987） の 研 究で は
， 労働者 階級の 生 徒

が多い 学校が す べ て 文化 葛藤に よ っ て 逸脱行動に 支配 され て い る わ けで は な く， こ

の よ うな学校で は教 師 も生 徒 も生 き残 るた め に ， 相互 にあ る程度の 歩み 寄 りが なさ

れ る こ とが示 され て い る、、竹内は
， 教 師に よ る生徒へ の 歩み 寄 りを 「現地 化」 とい

う言葉で 表 して い るが ，
こ こ で 言 う 「現 地化 」 は

， 「現場 の 教授学」 と同義の もの

と して 捉 え られ る 。

　また，本稿の 調査対象校で もある南中を20年ほ ど前 に 観察した志水は
， 南 中の 指

導 を 「つ な が る 指導」 と名 づ けて い る 〔志水 ・徳田　1991）。 校 内暴力や つ っ ぱ り

に 象徴 され るユ980年代の 生 徒指導と い えば
， 教 師が 生徒 を強圧 的に 取 り締 まる もの

と して理 解 さ れが ちで あ っ た 。 しか し， 「しん ど い 学校」 と して 表現 され る 当時の

南中の 生 徒指導 は， 人間的 で情的 な つ なが りを通 して なされ る もの と して描 かれ て

い る 。 そ して ， こ うした指導を支 え て い る の が ， 単純 に校則 を厳 しくすれ ば火 に油

を注 ぐような もの と い う校区の 実態で あ り， 労働者階級出身生 徒が 多 い 南中の 特徴

が ，「つ なが る指導」 と い うス タ イル を教師の 間に生 み 出 した と言 える の で あ る 。

　こ の ように して 見 る と
， 学 校が抱 える生 徒 の 実態や ，校区の 状況に 対す る 教師の

理解 に よ っ て 指導の 型は 作 られ て い る こ とが わ か る。そ して ，古賀や 竹内，志 水に

よ っ て 示 され て い る よ うに ， 日本に お ける 教師　生徒関係を階層
・
階級の 視点か ら

見た場合 ， 確か に そ こ に は生徒の 出自に よ る影響が 存在 して い る もの の
， それ は ，

欧米の 議論に み る よ うな対立関係 と い うよ りは む しろ
， 教師の 側が 歩 み寄 る 形で

「現場 の 教 授学」 が構築 され てい る と捉 え られ る の で は ない だろ うか 。

　そ こで 本稿で は ， 同 じ市内に位置 し， 異 なる社会経済的背景を もつ 2 つ の 公立中

学校 を対 象に した 分析か ら ， 生徒の 出身階層 に 応 じて 編み 出され る 「現場 の 教授
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学 」を明 らか に した 上 で
， それ らが 「学校 の コ ン サ マ トリ

ー
化」に 与える イン パ ク

トに つ い て検討す る こ とにす る、，以 下 で は まず ， 調 査地 の 概 要 と研 究 の 方法を 2節

で ， 調査 対象であ る 2 つ の 中学校 にお い て 教 師に よ っ て 語 られ る生徒 の 特徴 ， 保護

者の 特徴 に つ い て 3節で 述べ る 。 その ヒで
， 両校の 教師　生徒関係や ， 指導の あり

方 を 4節で 比 較検討 し， 最 後に 5 節で そ れ ら を理 論的 に 位置づ け考察す る 。

2 ． 研 究 の 対象 と方法

2．1， 調 査地 の 概要

　関 西圏にあ る A 県 南部に 位置す る Z 市 は，戦前 よ り工 業都市 と して 発展 して き

た とこ ろ で ある 。 人 llは 近年減少傾向に ある もの の 40万人程度で あ り，人口密度の

高さ は 全国で も20位以 内に入 る 。 各種統 計資料か ら，Z 市の 住民特性 を簡単 に み て

み る と
， まず 「専 門 ・管理 ・事務」 とい っ た い わゆ る ホ ワ イ トカ ラ

ー
層の 男性の 割

合が 全国 に比 べ る と10％ 程度低 く， 持ち家率 も全 国に 比 べ て 10％ 以上 低 くな っ て い

る 。 さ らに ， 全 日制普通 科高校 へ の 進学率が全 国平均 よ りも10％ 近 く低 く，
四年制

大学進学 者に つ い て も若 干低 くな っ て い る 。 こ の よ うに して み て み る と，概 して Z

市 はブ ル ーカ ラ ー層が 多い とい う特徴 を もつ 地域 で ある と考 え られ る 。 Z 市の 教 師

た ちは ，地域の 「しん どさ」 に つ い て よ く語 るの で あ るが
，

そ れ は単 な る経済的な

厳 しさだけで な く， 単親家庭 の 多さや文 化的環境に 恵 まれて い な い こ とな ど多岐に

亘 る 。 また
，

Z 市 に 隣接す る各市が ， 大都 市の ベ ッ ドタ ウ ン と して の 機能を もち，

ミ ドル ク ラ ス 層が 多 く住 ん で い る こ とか ら ， その コ ン トラ ス トは よ りは っ きりした

もの と して 意識 されて い る 。

　以 ヒか ら
， 全体 と して み れ ば ワ ーキ ン グ ク ラ ス の 町 と して 印象付け られ て い る Z

市で ある が，南北差が あ る こ と も知 られ て い る、，「お 金が で きる と北 へ
， もっ とで

きる と他 市へ 」。 これ は Z 市 の 教師か ら聞 か され た言 葉で あ るが ， 北 部に は ， 経済

的 に豊か な層が 暮 らす地域 も存在 して い る 。 市内に は 19の 中学校が あ り， そ の うち

「キ タ の 学校」 と表現 され る の は 3校で ある 。 地理 的 には 北 部 に 位置 して い て も，

地 域 の 社 会経 済的背 景 を根拠 に 「キ タ の 学校」 とは評 され な い とこ ろ もい くつ か あ

る 。

　今回調 査対象とす るの は ， Z 市 の なか で は比較 的 ミ ドル ク ラ ス 出 身者が 多 くを占

め る北 中 と， ワ
ーキ ン グ クラ ス 出 身者 が 多い 南 中の 2校 で あ る 。

　北 中 と南中 の 就学援助率の み を比 べ て み る と
， そ の 差は あま り大 きくない 。 こ れ

は
， 北 中校区 の 小学校 に通 う r一ど もの うち， 私立等の 中学校 に進学する 者が 多い と
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表 1　 北中と南中の プ囗 フ ィ
ール

父 親の 職業 父親の 職業

4 徒数 教職 員数 就学援助 率 〔ホ ワ イ ト （ブ ル ・一力 そ の 他

カ ラ ー1 豪 ラ
ー1 ※
一

北 中 約 700名 約 40名 25％ 以 上 30％ 准満 58％ 15％
校1ズ に あ る 2 小 学校の 児童 の う ち

約 3 割 が 私 ・Z ・国 立 中 学 校 に進 学

校 区 に 同 和 地 区 や ホ
ー

ル ドカ マ
ー

南中 約50Q名 約50名 30％ 以 ヒ35％ 未満 25％ 45％

集住地域 を含む

※2009年 31］に筆 者が 両 校 の 保 護 音 を対 象に行・っ た 質問 紙調 査に お け る ，職 業欄 に 対 す る 有効 回答数 内 の 割 介

い う事情 も関係 して い る と考 え られ る，、
一
方で ，南中 も就 学援助率の 値の み で み れ

ば Z 市内の 全公立 中学校 の 平均 とほ ぼ 同程 度で はあ る もの の
， 「前に い た学 校 もこ

こ と経済的 には似て たけど，で もだ い ぶ 違うな あ 。
こ こ の r一は 家庭環境 が ホ ン マ に

複雑」（南 中教師） と語 られ る よ うに
， 経済的要囚の み な らず，社会的 文化 的に厳

しい 地域 に ある 学校で あ る と認識 され て い る 。

　Z 市 全体が ワ ーキ ン グ ク ラ ス 的で ある こ と か ら ， 北 中 を典型的な ミ ドル ク ラ ス の

学校 と して み なす こ とは難 しい と も言え る 。 しか しなが ら本研 究で は ，都市化の 度

合い や 教 育 行 政 ， 地 域の 教育文化 など，「現場 の 教授 学」 に影響 を 7 える こ とが 予

想 され る要因 を統 制す る こ とで ，学校 区の 階層的背景の 差異に よる影響 が よ り明確

に な る と考えた た め
， 1司じ市内に 位置す る 2 つ の 中学 校 を調 査対象地 と して 選定 し

た 。

2．2． 研究方法

　本研 究で は ，
エ ス ノ グ ラ フ ィ

ー
の 手法 を用 い た分 析 を行 う 。 筆者は ，南中で 2006

年 5 月か ら週 に 1回程度 ， 北 中で 2008年 4 月か ら隔週 に 1 度の 割合で フ ィ ール ドワ

ー ク 調査 を行 っ て お り， 両校 と もに 調査 は現 在 （2010年 1月） も継続 中で あ る 。 調

査に 際 して は
， 朝の 登校指導か ら放課後の 部活 指導 まで 観察 を行 い ，授業中の 様子

や 文化 発表会 な どの 行事， 各種会議や 職 員室の 様子 は もち ろ ん の こ と，飲み 会な ど

の イ ン フ ォ
ー

マ ル な場 に お け る教 師 と の 会話な ど もノ
ー

ツ に書 き留め た 。 また ， 北

中 教師 5 名 （2008年 8 月実 施），南 中教 師 6名 （2007年 3 月実施）を対 象に ， お よ

そ 1時間程度の フ ォ
ー

マ ル イ ン タ ビ ュ
ー も実施 し，

デ ー タ と して 使用 して い る 。 な

お ， 本文中の 教師
・生 徒

・
学校名は全 て 仮 名で ある

CL．
。
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3 ， 生徒 ・保護者 に対す る教師 の 認識

3．1． 生徒 の 特徴

　南 中 と北 中の 教師それ ぞれ に ，
生 徒の 特徴に つ い て たずね て み る と，その 違 い は

鮮明に 浮か び上 が っ て くる 。 まず，南中の 生徒 に つ い て は，「忘 れ物が 多い 」「基本

的生 活習慣が 身に つ い てい ない 」「勉強 を しな い 」 「後先考 えな い 行動が 多 い 」 と い

っ た ネガ テ ィ ブ な評価 とと もに ， 「ひ とな つ っ こ さ」「素 直 さ」 とい う声 もよ くきか

れ る 、 また ，南 中 は，「荒れ の 御 三 家 」 と冗 談 交 じ りに 揶揄 され る ほ ど， こ れ まで

に も幾度 とな く大 きな 「荒れ」 を経験 して きた 学校で あ り，市内で も有数の 「しん

どい 学 校 」と して Z 市の 教師た ち に認識 され て い る。 そ して ， 生 徒が 「荒れ る 」

原 因を説明す る際 に南 中教 師た ちが 用 い る枠組 み の ひ とつ に 「愛情の 欠如」が あ り，

不安定 な家庭生 活 を余儀な くされ るた め，それ が学校 で 「荒れ 」 とな っ て 現 れ て い

るの で あ り，「か ま っ て ほ しい 1 子 ど もが 多い とも考え られ て い る 。

　　 （他市の 教育委員会 に よ る学校視察時 に され た校長の 話）

　　「生 活 に 忙 しい 親が 多い の で，か ま っ て ほ しい 子 どもが 多い し
，

か ま っ て くれ

る先 生 が好 き。打 てば打つ だ け返 っ て くる し ， 打た なか っ た らその ま ま とい う

　　非常 に正 直 な地域 です 。 」　　　　 （南中 フ ィ
ール ドノ ー

ツ ：2009年 1月23日）

　
’
方北 中 も，数年前 に大 きな 「荒れ1 を経 験 して い るが， む しろ それ は 「なぜ あ

の 学 校 が」 と い うよ うな驚 きを もっ て Z 市内の 教師 た ち に よ っ て 詒 ら れ ， 比 較 的

落 ち着 い た学校 と して 定評 が ある 。 した が っ て ， 生 徒 を統 制 しや す い 状況が あ らか

じめ用意 されて い る の は，北 中 の ほ うで あ る と 考えて よさそ うで ある c しか しなが

ら ， 次の 北 中教 師の 言葉に ある よ うに
，

生 徒の 特徴 に つ い て 語 る際 に教 師た ちに よ

っ て肯定 的 な評価が下 され る の は，キ タの 子 ど もよ りも ミナ ミの f・ど もた ちで あ る 。

　　「キ タの 子 は ひ となつ っ こ さが ない 。
ベ ール をかぶ っ て い る 。 親 も子 どももお

　　高 くとま っ て い る とこ ろが ある 。 」　（北中 フ ィ
ール ドノ ー

ツ ： 2008年 5 月23日）

　　南山中の ほ うはね ，生 徒は まあ古い 言い 方です が，義理 と人 情が あ る 。 雑やね

　　ん け ど，雑や ねん けど，そ うい う義理 と人情が あ る （中略） こ っ ちは丁 寧やね

　　ん け どち ょ っ と人 間と して 冷た い か なとい う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （北 中 ： 藤田先生 イ ン タビ ュ
ー

）

　Z 市 の 教師た ちが ミナ ミの 子 ど もを言 い 表す と きに使 う 「義理 と人情，ひ となつ

っ こ さ」 と い う言 葉 の 対 比 と して
， 「気取 っ て い る

， 冷め て い る」な ど と言 う言葉

が ， 北 中生 の 特 徴 を言 い 表す と きに 使 われ， 自分 をさ らけ 出さず ， 人 間関係に慎重
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な f・ど も像が教師 に よ っ て 共有 されて い る 。 こ うした南北 の 対比 は
，
Z 市の 教師で

あ る な らば，少 なか らず持 っ て い る生 徒の 違 い に 対する ス テ レ オ タ イプ的な 見方で

あ る ，，

　また ， 次の 教師の 言葉 にみ られ る よ うに ， 正直 さにか ける とい う表現か らは，大

人 と交渉す る 了
・どもとい う北 中生 の 特徴 も浮 かび上 が っ て くる 。

　　ミナ ミの血 が流れ て る子 なん か は，結構人懐 っ こ くて正 直に言 うて くれ る子も

　　お る け ども，結構自分 を守る の よ ね
， 何 かキ タの 子 は

， 自分 をね ， 一と思 うの よ、

僕 は 。 その
，

だか ら悪 い こ とを した ら普通謝 るん だ けれ ども，まずその 防御匹

入 るとい うね 。 変 な言 い 方や，言 い 訳やね 。 自分は ほん とは悪 くない ん やと 。

（中略）や っ た こ とに関 して は 素直に 謝 る とい うの がね，結構 ， 昔 なん か ，結

　　構 そうい うの があ っ たん やけ ど。 特 に キ タの ほ うは そん な雰 囲気 はある ね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （北 中 ：橋本先生 イン タビ ュ
ー）

　「ミナ ミの 子 ど も」あ る い は
， 「昔」 との 対比か ら語 られ る 「キ タの 子 ども」は ，

教師の 指導 を素直に 聞 き入れ ず ， 交渉す る こ とで 自分 の 立場 を優位 に持 っ て い こ う

とす る 子 どもの 姿 で あ る 一

　一
方で 南 中の 牛徒に つ い て は

， 「うちの子 は権力 に弱 い か らな 。 担任 が絶対 や ね

ん」 （南中フ ィ
ー

ル ドノ ーツ ：2008年 1 月23日） と語 られ る 。 また ，Z 市 に 勤め る

別 の 教師か らは ，「怒 っ た と きに ， キ タ の 子 は言 い 訳する か ， 泣 くか ，
ミナ ミの 子

はす ぐに 謝 る な」 と表現 され る こ と もあ っ た。 つ ま り，
い っ たん 教 師と生 徒 の 間 に

力関係が成立すれ ば，そ れ に 従 うとい う傾向が み られる の で ある 。 また ， 次 の デ
ー

タに示 して い る よ うな場面 に もそ れは 現 れ て い る 。

　　（生徒総会 に つ い て の 筆者 と西村先生の会 話の一部）

　　「最近 は形骸化 して きて る 。 形式 を学ぶ に は良 い 場 や とは 思 うけど 。 前の 学校

　　の と きは，ア ドリブで生徒の 方 か ら質問も一杯 出た し ， 生徒が答 え られ へ ん 場

　　合は 先生が答えた り して た 。 『なん で靴下 は 白じ ゃ ない とい けな い ん です か ？』

とか
， 絶対 出るん や け ど。 こ こ の 子 は そん なん誰も聞い て こ お へ ん 。 どうで も

　　い い と思 っ て る 。 」　　　　　　　 〔南中フ ィ
ール ドノ ーツ ：2008年 6 月 6 日）

　「自主性 に 欠け る」 と い う言 葉で 表現 され る こ と もある， こ う した南 中生 の 特徴

は
， 制度 に対す る疑問 を交渉に よ っ て 解決 しよ うとはせ ずに ， 外部の 権威 に 同調 し

やす い かれ らの 姿 を示 してい る と考え られ る 。 以 上 の よ うに ，南 中と北 中の 生徒 の

特徴 と して ， ひ とな つ っ こ さや 正 直 さ とい っ た言 葉で 語 れ る よ うな違 い ，あ る い は ，

大 人 との 関係性の 持 ち方の 違 い が 存在す る と して 教 師に よ っ て 認識 され て い る．
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3．2． 保護者の特徴

　　谷川先生 ：「ほ か
， 何 か ありませ ん か ？」

　　内田先生 ：「体育大会の 入場 の こ となん で すけ ど， 男女の 並び を ど うす るか 。

　　またクレ
ーム 来る と困 るんで き っ ち り決め とい た ほ うが 良い と思 うん で す 。 」

谷川先生 ： 「どうで しょ うか ？」他の 先生た ちに意見 を求 め る様子 で見回す 。

（他 の 教師か らは特別 な意見 は 出ず， しばら く沈黙が続 く。 ）

谷川先生 ：「個人 的には ， 1 回や っ てみ て か ら考 えた らい い か な っ て 。 」

内田先生 ： 「い や ， や っ て み て か らで は遅 い ん で ね 。 は じめ か ら決 めて お か な

　　い と。」　　　　　　　　　　　　 （北 中フ ィ
ール ドノ ーツ ： 2008年 5 月23日）

　こ れは ， 筆者が 北中で フ ィ
ー

ル ドワ
ークを始め たばか りの こ ろの ，朝の 職員会議

で の や りと りの
一

部で ある 。 キ タの 学 校 で は特に，「ク レ
ーム 」 と呼 ば れ る形で の

保護者か ら寄 せ られ る学校 に対す る 要求が ， ミナ ミの 学校 に 比 べ て 格段 に 多 く， そ

の 中で も北 中は 「Z 市
一

， 朝 の 電話が多い 学校」 と も言 われ て い る 。 そ の ため 教師

た ちは常 に ，保護者か らの 要求に か な りの 程 度 配慮 しなが ら教育活動 を行 わな けれ

ばな らな い 状 況に 置 かれ て い る 。

　また，保護者 と接 す る上 で 気 を つ け て い る 点に つ い て 筆者が 尋ね た 際 に ， 「言 葉

遣 い 」 と答 えた橋本先生 は，「少 しの けがで もや っ ぱりす ぐに連 絡 を した りとか ね 。

まあ，い う たら手落 ちが ない よ うに して お かな い と ，
1 つ の こ とで 信頼が崩れてい

く場合が多々 あ る」 （北中 ：橋本先生 イ ン タビ ュ
ー

） と語 り， 「攻撃 」 を受 けない た

め の 「防御 策」に 細心 の 注意 を払 っ て い る様子 が うか が え る 。

　また，北 中生の 特徴 と同様保護者 の 方 も， 教師の 出方を うかが い なが ら なか な か

本音 を出さない と い っ た こ と も語 られ る 。

　　 （前任校 で ある ミナ ミの学校で の経験を振 り返 り なが ら）

　　（南森 中で は） こ こに 比べ る と，保護者の方 も何 か ざ っ くばらん な とこ ろが あ

っ て ， 言 うときは 言 うで
，

とい うよ うなこ とはあ っ た と思 うん だけ れ ども 。 あ

の 一
， どうい うん か な，裏が ない とい うか 。 こん な こ と言 うて ， ちょ っ と探 っ

て み たう とか い うの は
， 何 か まあ，ない よ うな， なか っ たよ うな気は します 。

うん ， で ， あま り子どもに関心 ， こ ん なこ と言 うと怒 られ る かも わ か らん け ど，

関心 が ， 熱 が とい うか
， 期待が とい うか ， も うひ とつ か けて ない よ うな ， なる

よ うに な っ た らええや ない か とい うふ うな部分 が何 か あるか ら，余計子 どもた

ちが伸び伸び して るの か どうか わか りませ ん けれども，その 印象は あ ります 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （北中 ：田村先生 イ ン タビュ
ー
）
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　田村先生 の 語 りに は，子 ど もの 教育に 対する 保護者の 関心 の 高 さが，学校 に対す

る さ まざまな要求 に結 び つ くもの で ある こ とが 示 されて い る n
一

方の 南中で は，親

か らの 要求 は そ れ ほ ど多 くな い 、特 に ， 「キ タ の 学校」か ら来た教 師に は そ の よ う

に感 じられ て い る 。 もち ろ ん南 中で も， 保護者か らの 「ク レ
ーム 」が ま っ た くない

わけで は な い が ， 他の 学校に 比べ る と少 ない ほ うで あ り，特 に，授業や 成績 に 関す

る 要求が な され るこ とは 稀で ある t
．、こ れ は ， 南 中の 保護 者が 子 ど もの 学業達成 に対

して あ ま り関心が 高 くない とい うこ とに も関 係 して い る で あろ う。

　しか し，学業面 で の 指導だ けで な く生 徒指導の 面 で も，北 中の ような学校 に比 べ

て ，保護者に 対す る説 明責任 を教師が 感 じる こ と は 少な い
。 た とえ ば南 中で は

， 体

操服な どの 忘れ物を家 まで と りに 帰 らせ る こ とに な っ て い るの だが ，事故 な どが起

こ っ た場合 の 危険性か ら ，
こ の ような措 置をとる学校 は Z 市 内に おい て もほ とん

どな くな っ て い る 。 また
， 次の 例 に み る よ うな 「体罰」 と も取 られ かね ない 指導が

，

暗黙 の うちに 許容 されて い る 側面か ら もそ れ はわ か る ，

　　 （筆者）朝の 登 校指導，結構厳 しい です よね ？

　　（富山先生）厳 しい な 。 25分 で ，チ ャ イム 鳴 っ た ら書 か して る か らね 。 あれ厳

　　しい な。 だ っ て こ っ ちの 門は い い ねん もん 。 で も ， そない それ に 文句言 う子直

お らへ ん か らお もろい けどね。 毎 日怒 られて毎 日書 か され て 。 田中祐樹 っ て
，

宮西先生 に一回 遅 れ た ら腕立て とか腹筋 と か ， 最初 10回や っ たん が50回 ，
100

回な っ て 。 教室入 っ た ら汗 か い て，「お前何 して ん ね ん」 っ て言 うたら， 「い や，

や っ て ま した」 っ て 。 「体罰やろ っ ！」て言 う人もお らへ ん し，お か あちゃ ん

　　も喜ん で くれ て る し 。 わけ わか らん わ 。　　　 （北 中 ：富山先生イ ン タビ ュ
ー

）

　正 門 か ら登校 して きた生徒に の み に 適 用 され る遅 刻の ペ ナ ル テ ィに対 して ，生徒

か ら も保護者 か ら も疑問の 声が あ が らな い こ と が，「お か しさ」 と して 語 られ なが

ら も，許 容 され てい る 様子が わ か る 。 また
， 別 の 事例 と して 「生徒か ら没収 した携

帯電話を担任教 師が 1 ヶ 月間預 か り， 最後の ほ うに は返 して もらえない と子 ども も

諦め て い た」 と い うエ ピ ソ
ー ドな ど もあ り，南中の 場合 ， 学校 内で の 教師の 指導が

保護者 に対す る ア カ ウ ン タ ビ リテ ィ の 必要性 に追わ れ て い る様子 は
，

ほ とん どみ う

け ら れ ない の で あ る 。

　また，キ タ と ミナ ミを比 較す る際 に しば しば 言 及 され る の が，親子 関係の 違 い に

つ い て で ある 。

　　南中は ，親子の 地位関係 がは っ き り して い る 。 お父ち ゃ 埀に力 で勝て ない 。 乗

り越 え られ ない 。 親 が 「学校行 かせ ませ ん ！」 っ て言 っ た ら絶対 やか ら 。 北岡

187

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

中は
， 親が子 どもに 振 り回 されて オ ロ オロ して る 。

　　　　　　　　　　　　　　　 （南中フ ィ
ール ドノ ーツ ：2007年 10月 12日）

「私 なん て ミナ ミの 方 に ず っ とい た か ら
，

あ っ ちの 子は正 直や しす ぐ分 か る 。

顔に 書い てあ るや ん ！っ て 。 で もこ っ ちは
，

途 中まで認 めて も，後 は知 りませ

　　ん
，

忘 れま した っ て言 う。 こ っ ちも犯 人扱 い で きひ ん し，親呼ん で話すにも ，

　　「〜み たい なん で す けど ……」 と しか言 え へ ん や ん ？そ した ら ， 最 終的 に は

　　「わが子を信 じます」 っ て な る 。 え一一一一
っ て 。 SOS の サ イ ン 出 て るやん っ

　　て 。 だか ら， 2 重 3 重 に もベ ー
ル かぶ らなあ か ん し， しん どい と思 うわ あ 。 正

　　直 に来て くれた こ っ ちも関係 もちやすい ん や けど
， なか なか ね え 」

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （北 中フ ィ
ール ドノー

ツ ：2009年 9 月25日）

　肉体的 な力で 勝 る 父親の 意 見が絶対で ある 南 中に 対 して ，北 中で は，子 ど もの 意

向に親が振 り回され て い る様 子 が 見 える 。 もち ろ ん ， 南 中の 保護者が す べ て 肉体 的

な暴力 に よっ て子 ど もを統 制 して い るわ けで は な い だ ろ うが ， 親 了の 地 位関係 をは

っ き りと させ た上 で ， しつ けが 行 わ れる傾 向が南 中 の ほ うで よ り強 い とい う予測 は

され る 。 そ して ，先 に挙 げた，大人 と交渉す るの か，あ る い は外部の 権威に 同調す

る傾 向が 強 い の か と い っ た南 中生 と北 中 生の 差異 は ，
こ う した親 ∫憫 係の 違 い に よ

っ て もた らされて い る と理解で きる 。

　以上 で み て きた よ うに，北中 と南中で は，生徒や保護者が異 なる 特徴 を もつ もの

と して教 師 に よ っ て 語れ て い る 。 で は こ う した こ とは
， 学校 の なかで の 教 師 の 指導

に ，
い か な る違い と な っ て 現 れ て い るの だ ろ うか 。

4 ．　 「現場 の教 授学」の ちがい

4．1． 教師　　生徒関係

　「ひ とな つ っ こ く， 素直で ， か ま っ て ほ しい r一ど もが 多い 」 と表現 され る南 中で

は ， 教師 と生 徒の 距離が 近 く情で つ なが る関係が求 め られ ， 人 間的なか か わ りを多

く持 つ こ とが ，南 中教 師 と して の ふ さわ しい 姿 で あ る こ とが 強調 され る 。

　　「お前 ら」，
っ て先生 よ く言 うんや け ど，こ の 間も 「お前」 っ て言わ ん とい て っ

　　て怒 られ ま した 。 でも， 「君 た ち駄 目 だよ」 っ て 気持 ち悪 くない ？ 「お 前 ら 1

　　あか んや ろ ！」の ほ うが 良 くない ？言い 訳 するけ ど，「お前 ら」 っ てい うの は
，

お 前 らみ ん な家族や そっ て い う， 近い 存在や と思 っ て る っ て こ とや しな 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 〔南 中フ ィ
ール ドノ ーツ ：2008年 4 月18日）

こ れ は， 1 学年の 集会 時に ，学年 卞任 の 浜 村先生 が生徒 た ちに向けた言葉である
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が ， 南中 の 教師は
，

生 徒 を 「お 前」 と呼ぶ こ とが多 い 。 それ は ， 生徒 を厳 し く問 い

た だす と きだけで な く， 授業中の ふ と したや りと りの 中 で も使わ れ る言葉で ある 。

南 中教 師 に と っ て 「お前」 とい う表現 は，生 徒 との 近 い 距離 感 を示 す言葉 と して 理

解 され て い る よ うで ある 。

　一・
方北 中で 見 られ る教 師

一
生徒 関係 は ，教 師と生徒 と い う制度的役割 を逸脱 しな

い
， 比較的 ドラ イな 関係性 と言える 。 た とえばそ れ は，授業後，教師に 話を しに い

く生 徒が 南中に 比 べ て 少 な い と い う とこ ろ に も現 れ て い る L｝先 に示 した，「正 直 に

来て くれ た ら こ っ ちも関係持 ちや す い んや け ど」 と い う北 中教師の 言葉 か らもわか

る よ うに ，「子ど もが 何 を考 え て い るの か わか ら な い 」なか で ， も どか しさや 無力

感 を感 じなが ら も，少 し距離 を置 い た 関係 を と らざる を得 ない とい っ た状 況 があ る 。

　また，「ベ
ー

ル をか ぶ っ た子 ど も」た ちに対す る北中で の 教師の 指導 は ， 言 葉遣

い や言動な ど も含め て ， 生徒 に対 して ある程度気 を使うもの で あ る 。 た とえば
， 授

業中の 教師 と生徒の や りと りは，個 々 の 教師の キ ャ ラ ク タ
ー

に もよ るが ，丁 寧な 言

葉遣 い で あ る こ とが 多 い
。 そ して ，生徒 を注 意す る 際 も，生徒が傷 つ か な い よ うに

教師が 配 慮 して い る様子が うか が え る 。

　　（練習問題を各 自で解 くよ うに指示 が され た後の 様子）

　　竹下君 が ， 席 を移動 し，他の 男子生徒の 机の 横 に椅 子を並べ
， 練習問題 を手伝

　　っ て い る 。 しば らく机間巡視 を して い た久賀先生が 近づ い てい く。

　　久賀先生 ：「竹下君 ，
ごめ ん な 。 せ っ か く教 えて い るの に申 し訳 ない けど， 自

　　分 の 席に もどっ て くれ るか あ」 と，笑顔で声 をか け る。

　　竹下 君 は しぶ しぶ 自分の 席 に 戻る 。 （北 中フ ィ
ール ドノ ー

ツ ：2009年 6 月 5 日）

　そ れ に 対 して 南中で は
， 教師が 生徒 を傷 つ け な い よ うに気 を使 っ て い る とい う様

子 はあ まり見 られ な い
。 授業中の 教 師 と生徒の や りと りも， 南中の 場合 は ， 生徒 を

け な した り， い じっ た り しなが ら コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を と る とい っ た こ とが よ くみ

られ る 。 た とえ ば，熱 が あるの で 早退 しよ うと職員室 に や っ て 来 た女子 生徒 に対 し

て
， 「そ ん な短 い ス カ

ー トは い て るか ら風邪引 くね ん 。 」「そ うや そ うや 」 と
， そ の

場 に い た 教師数名で 生徒 をか らか う姿な ど は よ く目にす る もの で あ る 。 また
， 次の

よ うな授業の 光景 も
， 南中で は珍 し くな い 。

　　（授業の 始め に
， 単語 テ ス トの用 紙が配 られ た後の 様子）

　　新山 さん ：「こ ん なん 学校来 て へ ん し分 か らん」と大 きな声で言 う。

山本先生 ：「学校来て へ ん こ とを偉 そうに 言わん と っ て 1」

新山 さん ：苦笑 い を浮 かべ る 。
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　　　山本先生が生徒たちに 向 か っ て，隣の ク ラ ス の富田君が，空気 が読 めな

　　　い の で周 りの 女子 に 注意 を されて い た とい う話 をする 。

三 谷君 ： 「うちは 注意する女子 がお らん か らな」

八 田君 ： 「い や，女子 が お らん」

三 谷君 ： 「や ん ち ゃ な女 子もお らん しな あ 」

山本先生 ；「い や
，

や ん ちゃ する子 は聞い た こ とあるけど。 さ っ き ， 「学校来て

へ ん し分 か らん 』 とか 言 うた人 ち ゃ うか な。」

　　　　　新山 さん は ニ ヤ ニ ヤ しなが ら，周 りの 様子 をうか が っ て い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （南 中フ ィ
ー

ル ドノ ーツ ：2009年 10月 2 日）

　生 徒 を 「けなす」 こ とや ， 「い じる」こ とは，南中教師が よ くと る コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン の 手段 で ある 。 そ れ ぞれ の 教師の キ ャ ラ ク タ
ー

や ， 教 師 と生徒の 関係性 に も

よるが ，生 徒の ほ うもこ う した教師の 発言に 対 して 特段気 に して い る 様子 は見 られ

ない 。 すな わ ちこ れ は ，止直で 裏が ない 子 ど も像が 教師に よ っ て 共有 され て い るた

め で あ り， なおか つ ，保護者か らの プ レ ッ シ ャ
ー

が 少 な い こ とか ら
， 生 徒 の 心 を傷

つ け ない よ うに す る ため の 過剰 な まで の 気遣 い とい うもの が ，南中で は あ ま りみ ら

れ ない と い うこ とを示 して い る と言 え よ うn そ して それ は例 えば
， お互 い の 成 績 を

見せ 合 い なが ら
， 「お 前ア ホや な 〜

」「お前の ほ うが ア ホ や ん け」 と言い 合 う生 徒た

ちの 姿 と も重 な っ て い る 。

　また，授業 中に こ うした教 師生徒 間の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 多い こ と は
， 南 中 の

授業の 特徴で もある 。 北 中と南中の 授業の 様 1一を比 べ た場合， どちら も教科書中心

の
一一

斉指導が 主流 で あ り，そ の 形態 や内容 に 関 して 両者 の 間 に それ ほ ど大 きな違 い

は 見 られ な い 。 しか し，南中で は，授業 の 内容 か らは少 し脱線す る よ うな生徒の 学

校生活や 家庭で の 出来事 に まつ わる 日常 的な知識や ， 教 師の プ ライベ ー
トな出 来事

が披 露 され，それ を共有する こ とに よ っ て授業が 進行 して い く場 合 が多い 。 そ れ に

対 して 北中で は，教師 と生徒の 相 互作用 は比 較的少 な く，教師から の
・
方的 な知識

伝達の なかで 粛 々 と授業が進 行 して い く。 南 中で は ，教 師 と生 徒 双 方に よる プ ラ イ

ベ ー トな話題 の 共有が
， 授業 を成 立 させ る仕掛けに もな っ て お り， 授業以外 の 場面

に お け る教師 と生 徒の 関 係性が ，
こ う した雑談 を可 能に して い る と言 える 。

4．2． 指導の主導権

　保護者か らの ア カ ウ ン タ ビ リテ ィ の 要請の 強弱に よ っ て ，両校の 指導に は
， 教師

が 主導権 を握 る指導か ， 生徒 に合 わせ た 指導か と い っ た違 い が み られ る 。 Z 市 で は ，
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例年 9 月に 開催 され て きた体育大 会を 6 月に実施す る学校が増加 して きて お り， 現

在 ， 市内の 半数の 中学校は 6 月実施 とな っ て い る 。 2 学期 は行事が重 なる こ と と ，

熱 中症へ の 心配が そ の 主な理 由で ある 。

　 こ うした こ とか ら北 中で は，体育大会は 6 月に 開催 され る よ うに な っ たが ， 南 中

で は ， 9 月開催の ままで ある 。 南中で も，体育大会を 6 月に変更 しようと い う案 は ，

毎年教職員の 中か ら出 され る 。 しか し， 体育大会の 目玉 であ る組体操 に力を入れた

い とい う体育教師の 思 い が強 く，十分な練習時間が とれ な い 6 月開催案は 見送 られ

た ままで あ る 。

　次 に示 す の は
， 北 中，南 中そ れ ぞ れ の 学校 に お け る体 育 大 会の 練習 風景 で ある 。

　　体育教師の 進行の もと
， 落ち着 い た雰 囲気で行進の 練習が続け られて い く。

　　しば ら くする と， 男子 1名が集団か ら抜け，教師の もとに話 をしに い っ た後 ，

　　日陰 で座 り練習を見学 。 その後も次 々 と練習か ら離脱 してい く子 どもた ち。

　　　　　　　　　　　　　　　 …… （中略）……

　　出川 先生 ： 「暑い な一……
。 9 月や っ た らも っ と大変や で」

　　筆者 ：「で も，脱落者多か っ たで すよね 。 」

　　出川先生 ：「そやねん 。 昔や っ た ら許 さ へ ん か っ たけ ど ， 親が うる さい か らな」

筆者 ：「こ の 辺 りは外圧 が きつ い です か ？」

出川先生 ：「裕福 に なれば なるほ ど， うる さ くなるな」

　　　　　　　　　　　　　　　　（北中フ ィ
ー

ル ドノ
ー

ツ ：2008年 5 月23日）

3年男 子 に よ る組体操 の 練習 。 2 人 一組 での演技か ら ， 全体で の ピラ ミッ ドま

で ，か な り高度な技が 続い て い く。

大島先生 ：「は い
，

じゃ あ今か ら 3分 間， ピラ ミ ッ ドの 練習 な」

黙 々 と練習する生徒た ち。

大島先生 ：「3分 た っ た ぞ一」

それ を聞い た生徒 たちか ら ， 「え
一一一

」 と，不満を投 げか え る声 が 上 が る 。

大島先生 ：「何が 『え一』 じゃ 。 俺 が決めたん じゃ 1」

生徒 たちに ど っ と笑い が起 こ る 。

　　　　　　　　　　　　　 …… （中略）……

（北 中で の フ ィ
ー

ル ド ワ
ー

クに つ い て，大島先生，西 本先生 と話す 。 ）

大 島 先生 ： 「北 中は ええ子が 多い か も しれ ん け ど，
こ こ の 子み た い に 変わ りは

せ えへ ん 。よ う知 らん け ど 。 19日 （体育大会開催 日） までの プロ セ ス を見 て ほ

しい な 。 ホ ンマ 目の 色変 わ っ てい く。 」
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筆者 ；「北 中は見学す る子が多い です 。」

西本先生 ：「は あ 1 ？ そん なん まずあか ん 。 軟弱や一言 うた りますよ 。 」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（南中フ ィ
ー

ル ドノ ー
ツ ： 2008年 9 月 5 日）

　北中で は
， もう少 し厳 し く生徒 を統制 した い とい う教 師側 の 思 い が あ りなが ら も，

生 徒に歩み 寄 ら ざる を得 な い 様子 が み られ る 。

一
方南中 は とい う と， 生徒 の 甘え は

許 されず
， 教師が 主導権 を握 る形 で 統制が 図 られ て い る 。 とは 言 うもの の

， 南中の

練習風景は，非常 に和 やか なム ー ドの な か行わ れ て い る こ と も付 け加 えて お く。

　こ の よ うに ， 教 師中心か 否か と い っ た 違 い は
， その 他 の 指導場面 に つ い て もあて

は ま り，両校の 指導の あ り方 を特徴付 ける もの と して 理解で きる u た とえば，学校

安全 の 観点か ら，Z 市 内の 各校の 校 門 には鍵が取 り付け られ て お り，朝の 登校指導

が 終わ っ た の ち， 放課後 まで 施錠 され る こ とに な っ て い る 。 その た め，北 中
・
南 中

と もに 朝の 本鈴後 に 登校 して きた 生徒 は
， イン ターホ ン 越 しに教師 と話 を し，職員

室 か ら遠 隔操作 で ロ ッ ク を解除 して もらわ な い と学 校 に入 れ な い こ とに な っ て い る 。

　北中で は
， イ ン タ ーホ ン 越 しに 生徒 の 学年 と氏 名を教 師が 聞 い た後 ， それ が学年

の 教師に伝 えられ，教 師が下 足 置 き場 の とこ ろ まで 生徒 を迎 えに 行 くとい うス タ イ

ル が と られ て い る 。

一
方南 中で は

， 学年 と氏名 を聞い た の ち，職員室 まで 来 る よ う

に 指示が され る 。 そ こ で
， 生徒指導担 当の 教 師を中心 に ， 遅刻の 理由などに つ い て

問 い た だ され る こ とが通例 で ある 。
つ まり， 教 師が出 向 くの か ，生徒 に 出向かせ る

の か とい っ た違 い が こ こ に は現れ て い る 。

　以 上 の よ うに ， 保護者 の ア カ ウ ン タ ビ リテ ィ の 要請が強 く， 「最 近 は何 で も子 ど

もの い い よ うにせ なあか ん しな あ 」 と語 られ る北 中で は
，

生 徒 に 対す る 強要 や 押 し

付け は 極力 さけ られ て い るの に対 して ，南中で は，教師中心 で 生徒 を動か す 指導ス

タ イル が と られ て い る の で ある 。

　また，主 導権が 教師側 に ある の か 否か とい うこ と に 関わ っ て ， 生 徒 を統制する 手

法に も両校で は 違 い が み られ る 。 北 中 で は
， 教 師 に よる生徒 管 理 は比較 的ゆ るや か

で ある 。 それは，服装指導 に対す る保護者か らの 疑 問 の 声 が大 きい とい う側 面だ け

に よ る もの で な い 。 日ご ろ 服 装 指導 を厳 し くしな い 理 由に つ い て
， 「言 っ て関係が

崩れる こ とを恐 れ る とい うか 。 」 （北 中フ ィ
ー

ル ドノ ー
ツ ：2009年 6 月 5 日） と語 ら

れ る ように
， 強制する こ とに よ っ て ， 生 徒 との 関係が崩れ て しま うの で は な い か と

い う不 安感が教 師の 側 に も存在 し，そ れ に よ っ て コ ン トロ
ー

ル の 弱 さが生 み 出され

て もい るの で あ る 。

　また ， 次に示す よ うに，何度 も繰 り返 され る 「お願 い 」 と い う言 葉 か らは ， 教 師
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の 側か らの 命令的 コ ン トロ
ー

ル を極 力避け ようとす る意図 もうか が え る。

　　（1 学期終業式の際 ， 夏休み の 諸注意につ い ての話 が され た ときの 様子）

　　「自転車 で通学 して きた り してい た人 が い ま したが
，

マ ン シ ョ ン とか ， 公 園 と

　　か
， 駅 とか に ほ っ た らか してい く人 が 多か っ たで す 。 近所か ら苦情 も来ま した 。

　　や めて下 さL   2学期 か らはそ うい うこ との ない よ うにお願 い します。

それ と，地域の 山下 さん とい う人 か ら ， 学校に電話が あ り ま した 。 家の 横 を流

れて い る川 か ら，鯉 を と っ た り
， 勝手 にバ ケツ をつ か っ た り して い る生 徒が い

る そ うです 。 絶 対に そ うい うこ と は しない よ うに ，お願 い します 。 」

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （北中フ ィ
ール ドノ ー

ツ ： 2009年 7 月17日）

　
一
方の 南中で は，教師が 生徒 を激 しく怒鳴 っ てい る場面は度 々 目に す る もの で あ

り， それ は，生 徒 よ りも肉体的 に優位 な男性教 師だ けで な く，女性教師 に もあて は

まる こ とで ある 。 また ， 同学年に所属す る新任教 師に対す る 浜村先生 の 話か ら は
，

生徒 に厳 し く接する こ とで ，心 を動かす こ とが で き，そ れが指導の 醍醐味で ある と

考え られ て い る こ とが わ か る 。

　　「俺は，子ども泣 か した ら勝 ちや と思 っ てん ね ん 。 泣 い た ら，何 か 子 ど もに伝

　　わ っ た ときや と思 うし，指導が入 る と きや と思 う。 だか ら ， あの手 この手 で泣

　　か したる な 。」　　　　　　　　　 （南中フ ィ
ール ドノ ーツ ：2008年 9 月10日）

　生徒 と極力衝突 しない よ うに ， 緩 やか に統制 しよ うとす る北 中に 対 して，南 中で

は，教師 と生 徒の 立場 をは っ きりさせ た ヒで
， 生徒 との 衝突 も辞 さな い とい う姿勢

が 強調 され て い る の で ある 。

5 ． ま とめ と考察

　本研 究で は
， 同 じ市内に位 置す る 2 つ の公 立中学校 に お け る エ ス ノ グ ラフ ィ ッ ク

な調査か ら ， 現代の 公 立 中学校に おける 「現場の 教授学」 を比 較検討 して きた 。 そ

れ らをま とめ たの が次 の 表 2で あ る。

　北 中 と南中で はそれ ぞ れ，生徒や保護者が 異なる特徴 を もつ もの と して理 解 され，

そ うした解釈 に 基づ い て 「現場の 教授学」は 形作 られ て い る 。 こ うした両校 の 違 い

を社 会経 済的背景 とい う枠組 み か ら理 解する な らば
， 次 の よ うな こ とが 考え られ る

だろ う。 まず は ， 欧米の研 究 を中心 と して こ れ まで に積み 重ね られて きた家 族 の 階

級 文 化 に よ る 子 育 て 様 式 の 影響 で あ る 。 「個 性 志 向 家 族」 と 「地 位 家 族」

（Bernstein訳書 ， 1981） と い っ た 家族 類型 に付随 し，推論 的で 子 ど もの 自主性 を

尊重す る中産階級 と， 命令的で権威 へ の 同調 を求め る 労働者階級 とい っ た よ うに階
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表 2　 北中 と南中の比較

現場 の 教授学

生徒 の 特 徴 保護者 の 特徴

教 師
一

生 徒 関 係 指導 の 主導権

北
中

きど ッ て い る ，冷め て い る

何 を考えて い る の か わ か ら

　 　 　　 ない

　 　 教師 と交渉す る

fど もの 教 育 へ の 闃 心 が

　 　 　 　 高 い

ア カ ウ ン タ ピ リテ f の 要

　　　 請が 高い

親
．
∫
・
の 地 位関係が 瞹 昧

　　 制 度 的役 割 関 係

生 徒 を傷 つ けない よ う配慮

授 業 中 の コ ミ ュ 」 ケ ーシ ョ

　 　 　 ン は 隈 定 的

生徒 に対す る 強要や押 し

　 　　付 け の 囘避

　 　ゆ る や か な統 制

南

中

ひ となつ っ こ い

　　 正直

　権 力 に弱 い

学 業達成 へ の 関心が低 い

ア ヵ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 要

　 　 　 請が 低い

親子の 地位関係が明確

　 　情 で つ なが る関係

　 生 徒 をけ な寸，い じる

授業 中の コ ミ 」．」 ケ
ー

シ ョ

　 　 　 　 ン が 豊富

教 師中心 で 生徒 を動か す

　 　 牛 徒 とぶ つ か る

級 に よ っ て しつ けの 様式 に は 違 い が現 れ る （Kohn ＆ Schooler　 l983）。 そ して
，

こ

う した しつ けの あ り方は家庭 内だけに と どま らず，子 どもが 家庭の 外の 世界 に出た

と きに も影響 を及 ぼ す もの に な り，「労働者階級の 子 ど もは ， 家庭で命令的 な しつ

け を受 け て い る た め
， 専 門家 と の や りと りに お い て も同 じ よ うな 反応 をする」

（Lareau　 2003）とい うよ う に ， 親子 の 間 で 築 か れ た や りと りが ，医師や 教師 とい

っ た専門家 との や りと りにお い て も再 現 され る との 指摘が され て い る 。

　 また ， 保護 者 の 学校 へ の 関わ り方 とい う点に つ い て も， 子 どもの 全面 的発達 に 向

けて カ をつ くす 「計画 的 な生 育 」 とい う中産 階級 的 子 育て様式 と，「自然 な発育 を

見守 る」 とい う労働者階級 的子 育て 様式の 違 い （Lareau　 2003）に関連 し，労働者

階級の 親は
， 学校 に 対 して 不信感 を もっ て い る

…
方依存的で あるの に対 して

， 中産

階級の 親は 自分の 子 ど もの 利益 に な る よ う学校 に要求 をつ きつ け ， 教 育環 境 を自分

た ちの 好み に合 うように カ ス タマ イズす る （Lareau　 1983） とされ て い る 。 すなわ

ち， 北中 と南 中 に お け る生 徒 や保護者の 特徴 の 違 い は ， こ うした家庭 の 階級文化の

違い に よ っ て もた ら され て い る もの と して捉 え られ る。

　 これ に加 えて ，現代的 な人 間関係 Lの 規 範 の 浸 透度 合い が ， 階層 に よ っ て 異なる

こ との 影響 も考え られ る 。 上 井 （2004）は
， 自分の 想い を優先 しそ れ をそ の まま ス

トレ
ー トに 発露す る こ とを 「素の 自分の 表出」 と し ， 相手 との 関係性 をまず優先 し

その 維持の た め に 自ら の 感情 に 加工 を施 して示 す こ とは ， 「装 っ た 自分 の 表現 」 と

呼 ん で い る 。 そ して ， 親密な関 係にある 間柄 に お い て も後者を優先 させ な けれ ば な

らず， お互 い の 対立点 をで きるだ け顕在化 させ な い よ うに ，過 剰 な まで の 配慮 を必

要 とす る 「優 しい 関係」の 蔓延が，現代に お ける人 間関係の 特徴 で あ る とす る 。
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　北中 と南中 ， 双 方の 教 師　生徒 関係 に つ い て 考 える と，北 中の 方で は確 か に ，
こ

うした現 代的 な人 間関係 の特徴 は あて は まる 傾向 にある と言 える 。 「装 っ た 自分の

表現」 を重視する 生徒 や保護者に対応する ため に 教師の 方も役割演技 を行 い
， 両者

の 間 に は
一
定の 距離が保た れ なが ら関係性の 構築がなされて い る 。 しか しなが ら ，

南 中の 方は と言え ば ， 「素 の 自分の 表出」を行 う生 徒や 保護者が 多い ため に，教 師

も自ら の 想い を生徒に ス トレ ー トに ぶ つ け，それ に よ っ て 教師 と生徒 とい う役割 演

技 を超 えた 人 間 的 な 関係性 を築 こ うと して い る 。「傷 つ きや す い 子 ど も」 と い っ た

見方 は
， 北 中 で は現 代の 子 ど もを表す際の あ る 程度妥当な表現 と して 使用 され るが ，

南中で は，そ うした枠組み で生 徒 を見る こ とは あ まりな い
。

つ ま り， 「優 しい 関係 」

あるい は別の 言い 方 をすれ ば， 「人格崇拝規範の 厳格化」 （森 　2000） とい っ た現 代

的な人間関係上の 規範は
， 特 に中産階級層 を中心 に浸透 して きて い るの で あ り， そ

うした こ とが ，「現場 の 教授学」 に違 い を生 じさせ る要 因 にな っ て い る と推 測 され

る 。

　 以上 の よ うな こ とか ら ， た しか に，北中の よ うな学校で は 「コ ン サ マ トリー化」

が進行 しつ つ あ り， 「現 場の 教授学」 に もポ ス トモ ダ ン な変容が もた ら され て い る

よ うに も見え る 。 北中に は，学校の 秩序を大 き く乱す こ との な い 大多数の 生徒が い

る
一一・

方で
，

一一
部に は 教師 との 対立 を繰 り返す生 徒 もお り．そ うした か れ らの 存在 は

北 中 で は ひ ど く 「浮 い た」 もの にな っ て い る 。 度 々 授業 をエ ス ケ ープ した り学校 を

早退 した りす る生 徒 に対 して は ，空 き時間の 教師が つ い て まわ る こ とに よ っ て ， 集

団 とは 別立 て の 対処が 行わ れ て い る 。 そ して こ れ は，吉田 （2007）が 高校 に お い て

観察 した よ うな 「ぶ つ か らない 統制 シ ス テ ム 」 と 「お 世話 モ
ー

ド」に 類似する もの

で あ る。

　
一

方 ， 筆者が 訪れ る よ うに な っ た 2006年か らの 数年間は ， 比較的落 ち着 い た 安定

期に 入 っ て い た 南 中で は ．志水 （1991）が 20年前 に観察 した もの とほ ぼ 変化 の な い

形で 指導が 展開 されて い る。「つ なが る 指導」は，生 徒 と教 師の 情緒的絆 を基盤 に

して お り，その 意味で は 「お 世話モ
ー

ド」 に み られ る よ うな個別的対処 の 戦略 と似

通 っ て い る よ うに も見 える 。 しか しそ れ は ，心理 主 義化の 影響 に よ る生徒の あ りの

まま を受け 入 れ る もの と い うよ りは，「しん どい 層」 を学校 に取 り込 む た め に ，20

年前に とられて い た方略 とほぼ 同 じもの と して 考 え られ る 。 家出 を繰 り返 し，数週

間ぶ りに 学校 に登校 して きた ある男 竏生徒 は， 南中の 指導に つ い て 尋ねた筆者の 質

問に 対 して ，市内の 他の 中学校 と比較 しなが ら次の よ うに答えて い る 。

　　筆者 ：「服装 とか ， 南中結構 うる さくない ？」
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　　小田君 ： 「そ うか な ？中里中 なん か は，服 とか髪の 長 さ とか うる さい け ど，南

　　中 は と り あえず親呼ぶ 。 向こ うは その ま ま帰 らす し，直 さん と そ の ま ま （学

　　校）行か へ ん か っ た りとか 」　　　 （南中フ ィ
ール ドノ ーツ ： 2007年 11月 9 日）

　南 中教 師に よ っ て 「フ ァ ジーな生徒 指導」 と表現 され る よ うに ， 南 中で は
， 服装

や頭髪 に 関す る ル
ー

ル はそれ ほ ど事細 か に取 り決め られて はい ない もの の
， あ る

一

定の ラ イ ン を超 えた場合 には厳 し く指導が され る 。 そ して それ は，あ くまで も学校

の なかで 行 われ る もの なの で ある 。
つ ま り，問題 を抱 える 生徒 を学校か ら排除 しよ

うとす るの で は な く， かれ らは あ くまで も学校の なか で の 指導 の 対象 と して 捉え ら

れ て い る こ とが 分 か る 。 そ して そ こ に は ，「打 て ば打 つ ほ ど響 く」 と い う教育 吋能

性 へ の 信念に よる 裏打 ちが存在 して い る。

　以 上 の ように ， 市場化や 現代的な 人間関係上 の 規範 とい っ た社 会的要 因は ， 校 区

の 階層文化に 媒介され て それ ぞれ の 学校に 持ち込まれ るの で あり， そ こ に生 じる階

層差 に よ っ て ，「学校 の コ ン サ マ トリ
ー

化」の 進 行 に は違 い が生 じて い る。 さ らに

は ，教師が 生 徒の 文化 に歩み 寄 る 形で 「現場の 教授学」 を構築する こ とに よ っ て ，

北 中で は 「コ ン サ マ トリー化」が 促進 され て い る と捉 え られ るの に対 して ， 南 中で

は ，あ くまで も学校 の 中で の 指導の 対象 と して の 子ど も像の 共有 と，問題 を抱 える

生徒 を集 団の なか へ と包摂 し よう とする 試み に よ っ て ， 「コ ン サ マ トリ
ー
化」の 進

行に 歯止 め が か け ら れ て い る とも考 えられ る 。

　 本研究 で は，「現場 の 教 授 学」 を形 作 る要 素 と して 校 区 の 階層 文化 に よる影響 に

焦点 をあ て 検討を行 っ て きたが ， こ こで 描 き出 したの は あ くまで も 2 つ の 中学校で

観察 され た主 流の 学校文化で あ り， むろ ん 個々 の 教師が それ まで 培 っ て きた指導方

針 との ズ レ に よる 葛藤 はみ られ る 。 しか しなが ら，「現場 の 教授学」が， それ を語

る こ とが メ ン バ ー
シ ッ プ確証 の 手 、γて に なる （古 賀　2001， p ．130） とい う性 質を

もっ て い る よ うに ，生徒や 保護者の 特徴 に つ い て の 認識が 教師に よ っ て 語 られ て い

くこ とを通 して ， 北 中 ・南 中双 方 の 場 の 文 脈 に 応 じた指導 の コ ン セ ン サ ス が ，

一
定

程度得 られ て い る と言 え る 。

　 また， こ こ で の 生 徒 ・保護者像は，あ くまで も教師に よ っ て 語 られ て い る 言説上

の もの で あ り，それが ど こ まで 現実の 生徒
・
保護者像 と合致す る もの で ある の か は，

注意が必 要 で ある 。 こ の 点に つ い て は
，

生 徒や 保護者 に対す る イ ン タ ビ ュ
ーな どを

通 して 明 らか に して い く必 要 があ り，
よ り重層 的 な理 解 を して い くた め の 課題 と し

て 残 され て い る 。 しか し，本稿 で 着 目したの は，「現場の 教授学」 を形 作 っ て い る

の が あ くまで も教師の 解釈で あ る とい う点で あ り， そ れ は時 と して ， 現実 の 子 ども
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 公立中学校における 「現場の教授学」

や 保護者の 姿 を見誤 る可能性 を含ん で い る と も言 える だろ う。

〈注〉

（1） 本稿で は
， 北 中 ・南 中以外 に登 場 す る学校 名の うち，「キ タ の 学校」 と判断 さ

　れ る もの は 北 ○ 中 ， 「ミ ナ ミ の 学校 」 は南 ○ 中，中部 の 学校 は 中○ 中 とい う仮名

　で 表記 して い る 。 こ れ は
，
Z 市の 教師た ちに よ っ て ， 市内の 他の 学校で の 勤務経

　験 を もとに 現在の 勤務校 の 特徴が 語 られ る こ と， 特 に ， 「キ タ」の 学 校 で あ るの

　か 「ミナ ミ」の 学校で あるの かが ， 子 ど もや保護者の 特徴 を言 い 表す際の 準拠 枠

　 に なっ て い る こ とを示す た め で あ る c
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ABSTRACT

          
"Local

 Pedagogy" in Japanese Middle Schools:
Focusing on  the Socio-Econornic Backgrounds of  School Districts

                                                       ISA, Natsumi

                                          (Nara University of  Education)

                                    Takabatake-cho, Nara-si, Nara, Japan

                                         E-mail: isanatsumi@yahoo.co.jp

  The  aim  of  this paper is to examine  the concept  of  
"local

 pedagogy"  in two  middLe

schools  in relation  to the socioeconomic  background of their school  districts. Further,

it aims  to  clarify  the impact of  social class  culture  on  the 
"consummatorization

 of

schooling."

  I selected  two  middle  schools  located in a  single  city,  and  continued  fieldwork

research  for two  years  in the  first school,  which  I have called  Kitachu, and  for four

years  in the second,  Nanchu. There  is a relatively  large number  of middle-class

students  at  Kitachu, and  Nanchu has a large number  of  working-class  students.

  At  each  school,  the teachers  understand  that their students  and  their parents

have special  characteristics,  Students of Kitachu are  careful  about  human

relationships  and  often  negotiate  with  the teachers, and  the  requirements  of  their

parents  toward  the school  are  sometimes  stifL At  Nanchu, the students  are  friendly,

honest and  compliant  toward  authority,  and  their parents' demands  for accountabiL-

rty are  not  strlct.

  Based on  teachers' understanding  of  their  students  and  parents, the teachers

construct  a different 
"local

 pedagogy"  in each  school.  In, Kitachu, the teacher-

student  relationships  are  not  close  and  teachers avoid  coercing  students  or  giving

them  orders.  By  contrast.  in Nanchu, the teachers  tend  to take  the initiative and

teacher-student  re}ationships  are  very  close.  In other  words.  a  
"consummatorization

of  schooling"  is taking place in Kitachu, but not  in Nanchu.

  These  differences can  be understood  as  fbllows, First, post-modern  changes  such

as  marketization  and  contemporary  rules  about  human  relationships  began to

spread  especially  among  middle-class  people. As  a  result,  there are  differences

between  social classes  regarding  how  they  bring those values  inte schools,

  Second, 
"local

 pedagogy"  in Japanese school  is constructed  thruugh  compromises

between teachers  and  their students'  class  cultures,  thereby  facilitating the
"consurnmatorization

 of  schooling."

Keywords: Local pedagogy, Socio-economic background  of school  district,

Consummatorization of  schooling
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